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要旨 : 

製鉄所の廃酸処理工程の副生酸化鉄を排煙脱硝触媒に用いることを検討した。酸化鉄粒子

の特性は従来法で測定し，活性試験は常圧流通報で 250°～400℃で行った。結果を次に示

す。(1) 0.5t/cm2 で成型した触媒の細孔容積，平均細孔半径，比表面積はそれぞれ 0.185～

0.545cm3/g, 160～791Å, 8.8～71.3m2/g であった。(2) 触媒の活性と比表面積には単純な

関係は認められなかったが，ゲーサイト系の触媒では活性が比表面積にほぼ比例して減少

した。(3) 触媒性能は硫酸第 2 鉄として存在すると考えられる硫酸根の初期含有量に依存し

た。(4) 2, 3 の酸化鉄は
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